
室戸支所管
内より

あき支所管
内より

　祖父・克彦さんのナスのハウス前で仲良く
遊ぶ２人。爽介くんは、よく納屋へ来て工具で
遊んでいます。なんと、パソコンを分解したこ
とがあるとか ！ ？  詩織ちゃんは「バイバイ」「マ
ンマ」「ネンネ」など、最近少しずつおしゃべり
ができるようになってきました。
　今年の夏は、奈半利川や安田川でたくさん
泳いだことが思い出です。爽介くんは、ゴーグ
ルをつけて川魚も観察しました。
　父・聖也さんと母・菜々子さんもナス農家。
「２人のどちらかが、農家になってくれたら嬉し
いな」と、菜々子さんは２人の将来を楽しみに
しています。

毎年、実がなり始めるとワクワク
西山 奈津子さん（65）

　みんなから“なっちゃん”の愛称で呼ばれて
いる奈津子さんは、田野町でオクラ５アールと
水稲12アールを栽培しています。町内で約90
人いるオクラ生産者の中でも数人しかいない、
希少な女性経営者です。
　奈津子さんは約30年前、土佐田野町農協
マルタ園芸組合（現田野支所）時代から中芸
集出荷場で働き、オクラやナスの袋詰め作業
などをしていました。約５年前に退職しました
が、以前は朝早く圃場へ出てから出勤、昼休
みにもまた圃場へ。アクティブに働きながら、
２人の子どもたちを育てました。
　「毎年６月、まっすぐで綺麗な実がなり始め
ると嬉しい」と笑顔の奈津子さん。経験年数は
長くても、毎年作の始まりはワクワクするよう
です。

夏はたくさん川で泳いだよ ！
（左）　山本 爽介くん （４）

（右）　　　詩織ちゃん      （１）

そう　すけ

し　おり

濵渦家の箱入り娘
ふくちゃん（10カ月）
飼い主：濵渦 洋秀さん

　昨年のクリスマスの日、濵渦家へやってき
たふくちゃん。「クリスマスプレゼントよりも嬉し
かった ！ 」と、洋秀さんの娘・希愛ちゃんと希
咲ちゃんはふくちゃんをとても可愛がっていま
す。ふくちゃんは寝るときも家族と一緒で、毎
朝「あーあー」とみんなを起こします。きっと
「おはよう」の合図かな ？  
　洋服を着ると落ち着くようで、この日はスイ
カ柄のファッション♪ すっかり、濵渦家の箱
入り娘です。

　手作りのもんぺがとってもお似合いの愛子さん。
約25年前、お気に入りのパンツに出合い、そのパ
ンツを元に自分のサイズでパターンを起こし縫い始
めました。毎年、夏と冬に１、２枚縫い、普段着と
して着た後に農作業着へとなっていきます。全部合
わせると35枚ぐらいあるんだとか ！  
　女性部で安芸支部赤野地区の部長も務める愛
子さん。赤野へお嫁に来た頃、周りに知り合いがい
ませんでしたが、園芸女性部の活動が楽しかったと
振り返ります。今も月に２回みんなで集まり、ものづ
くりや料理、体操など、精力的に活動をしています。
「みんなでワイワイと集まって、おしゃべりが楽しい」
と、いつもの笑顔が光ります。

 手作りのもんぺに囲まれて
小松 愛子さん（64）

田野支所管
内より

奈半利支所
管内より北川支所管内より

赤野出張所管内より
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安芸地区版

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

フェスタで夏の思い出いっぱい！

　

８
月
24
日
、
安
芸
川
の
河
原
で

「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
」
を
開

き
、
児
童
や
家
族
ら
45
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
で
は
、
春
に
植
え
た

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
エ
ダ
マ
メ
を

使
っ
た
ピ
ザ
作
り
に
挑
戦
。段

ボ
ー
ル
に
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
貼

り
、
ピ
ザ
窯
も
作
り
ま
し
た
。児
童

は
「
み
ん
な
で
作
っ
た
ピ
ザ
は
す

ご
く
お
い
し
い
！
」
と
嬉
し
そ
う

で
し
た
。

　

ス
イ
カ
割
り
や
流
し
そ
う
め
ん

な
ど
、
み
ん
な
夢
中
に
な
っ
て
盛

り
上
が
り
、
楽
し
い
夏
の
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。　

オリジナルのクラフトバック作り

　

青
壮
年
部
吉
良
川
支
部
は
８
月

２
日
、
室
戸
市
立
吉
良
川
小
学
校
５

年
生
の
児
童
10
人
と
春
に
植
え
た

も
ち
米
を
収
穫
し
ま
し
た
。吉
良
川

公
民
館
の
主
催
で
開
き
、
今
年
で
14

年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

水
田
を
管
理
す
る
佐
藤
行
宣
さ

ん
が
、
鎌
を
使
っ
た
刈
り
方
を
説

明
。児
童
は
青
壮
年
部
員
ら
と
一
緒

に
手
刈
り
し
ま
し
た
。児
童
は
「
暑

い
中
で
の
稲
刈
り
は
大
変
」
と
農
家

の
苦
労
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

賀
康
雄
副
部
長
は
「
子
ど
も
た

ち
に
農
業
の
楽
し
さ
に
触
れ
て
も

ら
う
た
め
に
、
食
農
教
育
活
動
を
続

け
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

お遍路さんへジュース振る舞う青壮年部が児童ともち米収穫

一般参加の親子や児童の家族も一緒に盛り上がりました清遠さん㊧に教わりながらバックを作る部員

声を掛けあいながら遍路道を歩くJA職員と参加者収穫した稲を運ぶ　賀副部長㊨と児童

　

安
芸
地
区
は
８
月
20
日
、（
株
）
ビ

ス
タ
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
主
催
の
「
令

和
の
武
者
修
行　

土
佐
修
行
の
道
場　

１
０
４
キ
ロ
歩
き
遍
路
の
旅
」
へ
協
力

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ

南
国
の
社
員
や
中
学
生
ら
に
、
あ
き
支

所
前
で
ユ
ズ
ジ
ュ
ー
ス
を
振
る
舞
い
ま

し
た
。
中
学
生
は
「
美
味
し
い
ジ
ュ
ー

ス
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
た
」
と
再
び
元

気
に
歩
き
始
め
ま
し
た
。

　

香
南
市
「
旅
館
か
と
り
」
ま
で
一
緒

に
歩
い
た
企
画
組
合
員
課
の
森
光
亜
衣

さ
ん
は
「
も
て
な
し
が
子
供
た
ち
の
励

み
に
な
っ
て
嬉
し
い
」
と
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

農福連携  夏場の作業確保へ
課題解決一歩ずつ

ユズの被覆作業を教える千光士さん㊨

あき北支所

　

女
性
部
は
８
月
17
日
、
女
性
大
学

と
き
め
き
学
園
を
開
き
、
部
員
や
地

域
住
民
21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

部
員
の
清
遠
み
か
さ
ん
が
講
師

と
な
り
、
ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
ク
作
り
に

挑
戦
。
部
員
は
、
好
み
の
色
の
ク
ラ

フ
ト
テ
ー
プ
を
選
び
、
様
々
な
編
み

方
に
苦
戦
し
な
が
ら
丁
寧
に
仕
上

げ
て
い
き
ま
し
た
。
部
員
は
「
難
し

か
っ
た
け
ど
、
集
中
し
て
作
る
の
が

楽
し
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

　

野
町
節
子
部
長
は
「
部
員
同
士
が

教
え
合
い
な
が
ら
、
交
流
が
深
め
ら

れ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

地区本部

アグリード土佐あき４作目
地域の模範目指す

４作目に向け定植する宮田さん㊨と有光専務

　

出
資
法
人
㈱
ア
グ
リ
ー
ド
土
佐
あ

き
は
８
月
25
日
、
４
年
目
の
ナ
ス
定
植

作
業
を
し
ま
し
た
。
初
年
度
か
ら
３
作

連
続
で
20
ト
ン
／
10
ア
ー
ル
を
上
回

る
収
量
を
確
保
。
今
作
は
定
植
時
の
栽

植
密
度
を
高
め
、
昨
年
度
１
割
増
と
な

る
年
間
74
ト
ン
を
目
指
し
ま
す
。　

　

担
い
手
支
援
事
業
で
は
、
研
修
生
の

栽
培
技
術
の
向
上
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
研
修
卒
業
後
は
Ｊ
Ａ
サ
ポ
ー
ト

ハ
ウ
ス
で
の
就
農
を
後
押
し
。
研
修
１

期
生
で
昨
年
Ｊ
Ａ
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス

に
就
農
し
た
有
澤
彰
悟
さ
ん
は
「
初
め

て
の
１
人
で
の
作
業
は
大
変
だ
っ
た

が
、
専
務
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
心
強

か
っ
た
。
昨
年
つ
ま
ず
い
た
と
こ
ろ

を
、
今
年
は
ク
リ
ア
し
た
い
」
と
、
研

修
２
期
生
で
２
作
目
を
迎
え
る
宮
田

典
保
さ
ん
は
「
来
年
の
就
農
に
向
け
て

今
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
や
る
」
と

気
合
を
入
れ
ま
す
。
有
光
大
専
務
は

「
昨
年
よ
り
作
業
効
率
が
上
が
る
よ
う

に
研
修
生
の
指
導
に
励
む
。
新
技
術
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
地
域
の
模
範
と

な
り
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
の
安
岡
憲
保
常
務
は
「
地
域
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
担
い
手
の

育
成
と
産
地
の
維
持
・
発
展
を
目
指

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

安
芸
地
区
で
、
地
域
を
挙
げ
た
農
福

連
携
の
取
り
組
み
が
加
速
し
て
い
ま

す
。
管
内
で
働
く
障
が
い
者
等
は
、
秋

以
降
か
ら
の
ナ
ス
の
栽
培
や
出
荷
を

中
心
に
農
家
や
集
出
荷
場
で
作
業
し

て
お
り
、
夏
場
の
作
業
確
保
が
課
題
で

し
た
。

　

安
芸
市
で
か
ん
き
つ
を
栽
培
す
る

千
光
士
尚
史
さ
ん
は
、
今
年
６
月
の
農

福
連
携
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
初
参
加
を
機

に
農
福
連
携
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
雇
用
に
向
け
て
、
福

祉
機
関
ら
と
ほ
場
で
雇
用
者
に
任
せ

る
作
業
を
確
認
。
８
月
に
は
、
障
が
い

者
３
人
が
ユ
ズ
の
袋
掛
け
作
業
や
青

ユ
ズ
の
収
穫
を
体
験
し
、
う
ち
２
人
の

雇
用
が
決
ま
り
ま
し
た
。
千
光
士
さ
ん

は
「
か
ん
き
つ
栽
培
も
い
ろ
い
ろ
な
作

業
が
あ
る
の
で
、
本
人
の
特
性
に
合
わ

せ
た
作
業
を
選
び
た
い
。
他
の
ユ
ズ
農

家
に
も
農
福
連
携
の
取
り
組
み
を
つ

な
げ
、
地
域
全
体
で
支
え
合
っ
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　

営
農
企
画
課
の
市
川
和
加
さ
ん
は

「
障
が
い
者
等
の
雇
用
に
は
、
受
け
入

れ
農
家
の
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
る
こ
と
が
重
要
。
通
年
の
作
業
確
保

に
つ
な
げ
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。




